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p q Ⅴ E F N2 N3 N4 N5
3 3 4 6 4 3 4 0 0
4 3 8 12 6 6 4 3 0
3 4 6 12 8 6 4 3 0
5 3 20 30 12 15 10 0 6


























(5) 47C-∑E2=∑ [∑α- (p-2)7C]
と表せるが,













































































































造の他に,ヘビ･ナメクジ ･カエルあるいはグー ･チヨキ ･バーなり三権分立といった三
すくみ関係がある.この30本組の30本古事,どれがどれを一方的に支えているという関係で
はなく,まったく対等の立場で支えあっており,ありうる基本関係の一つといってもよさ
そうである.
§7. 球面瀬和開放とかたも
球面調和関数は単位ベクトル表示で理解すると便利である.変数を単位ベクトルRとす
る.a,b,eなどを定単位ベクトルとして,内積 (スカラー積) (aR)等の直交多項式
で考える.普通の表示は,a,b,Cなどを互いに直交する単位ベクトルⅩ,y,Zに限定し
たものであるが,これらを任意にとってかまわない.球面調和関数は,内積をRについて
の全立体角積分で定義した直交多項式とみなすことができる.
(15) Yo(I)=1,Yュa(R)=(&R),Y24･b(丑)=【3(&RHbR)-(&b日/√ 【3日&b)2】,
Y3-,b, C(R)=【5(&RHbRHcRト(bcH&R)-(C&HbR)-(&b日cRH/【規格化因子】,
[規格化因子】=√ [5†3日&b)2†(bc)2+(C&)2ト2(&bHbc日cAH
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